（様式１）

立教ＳＦＲ－復興支援（個人）－申請
	立教大学学術推進特別重点資金（立教ＳＦＲ）

東日本大震災・復興支援関連研究（個人研究型）
２０１３年度申請書
	受付番号
	

	
	審 査 系

	人･社系 ・ 自然系

	
	研究分野
	

	ふりがな
	
	所属部局・職
	・

	研 究 代 表 者
	　　　　　　　　　　　　　印
	
	

	研究課題
	（副題も含め４０字以内）



	研究分野及び計画の内容を

的確に表すキーワードを５つ
	

	研究期間
	２０１３年度　　～　　　　　　年度

	研究経費
千円未満の端数は切り捨てる
	２０１３年度
	２０１４年度
	２０１５年度
	総計
	共同となる

他研究科等名
	　　　　　　　　　　

	
	千円
	千円
	千円
	千円
	
	

	 研 究 組 織　(研究代表者)　エフォート欄には、年間の全仕事を１００％とした場合、そのうち本研究の実施等に必要となる時間配分率を記入してください。

	
	氏  名
	所属研究機関·部局·職
	専門領域
	学 位
	本 研 究 で の

役 割
	エフォート

	研究代表者
	
	
	
	
	
	　　　　％

	

	
	研究代表者氏名
	
	ページ１／１４


（様式２）

立教ＳＦＲ－復興支援（個人）－申請
	研究の概要（本研究の目的、必要性・重要性）

 

	①本研究がカバーする学問分野及びその研究の概要


	②本研究が東日本大震災・復興支援に対してどのような関連性を持つのか


	
	研究代表者氏名
	
	ページ２／１４


（様式３）
立教ＳＦＲ－復興支援（個人）－申請
	研究目的


	①立教ＳＦＲの交付を希望する期間内に何をどこまで明らかにしようとするのか



	②この復興支援関連研究により期待される成果と社会的な意義・波及効果等



	③東日本大震災の被害状況や復興の現状を踏まえ、その中での当該研究の位置づけ



	
	研究代表者氏名
	
	ページ３／１４


（様式４）
立教ＳＦＲ－復興支援（個人）－申請
	従来受けた研究費
 

	研究費の名称
	期　　間
	研　究　課　題　等
	交付を受けた者

（研究者又は組織名）
	研究経費（総額、千円）

	
	
	
	
	

	研究教育活動に係るデータ
 


	①レフェリー付き学術雑誌等への研究論文発表状況又は専門書等の発行状況

	
	２０１０年度
	２０１１年度
	２０１２年度

	ﾚﾌｪﾘｰ付き学術雑誌等論文発表数
専門書等発行数
	（　　　　　　　　　件）
（　　　　　　　　　件）
	（　　　　　　　　　件）
（　　　　　　　　　件）
	（　　　　　　　　　件）
（　　　　　　　　　件）

	<主な学術雑誌､専門書等名>
	
	
	

	②学会賞等各賞の受賞状況等(受賞時期は問いません)

	区　　　分
	受賞等数
	代表的な受賞名及び主な外国の科学アカデミー名

	 国際的な大賞
	件
	

	 国際的学術賞
	件
	

	 日本学士院賞
	件
	

	 国内学会賞
	件
	

	 財団等賞
	件
	

	 その他の表彰(公的褒章含む)
	件
	

	 外国の科学ｱｶﾃﾞﾐｰ会員状況
	件
	

	③国際学会での発表(基調講演・招待講演等)状況

	区　　　分
	２０１０年度
	２０１１年度
	２０１２年度

	基調･招待講演
口頭発表
ポスター発表
	回
回
回
	回
回
回
	回
回
回

	
	研究代表者氏名
	
	ページ４／１４


（様式５）
立教ＳＦＲ－復興支援（個人）－申請
	本研究に関する準備状況と実績



	

	

	
	研究代表者氏名
	
	ページ５／１４


（様式６－１）
立教ＳＦＲ－復興支援（個人）－申請
	研究計画・方法



	２０１３年度の研究計画・方法

	①研究目的を達成するための研究計画・方法を記入してください。また、必要に応じてできるだけイメージ図等を用いながらわかりやすく記入してください。


	②①で記入した研究計画・方法について、その研究事項を箇条書きにして明確かつ簡潔に記入してください。



	
	研究代表者氏名
	
	ページ６／１４


（様式６－２）

立教ＳＦＲ－復興支援（個人）－申請
	２０１４年度の研究計画・方法

	①研究目的を達成するための研究計画・方法を記入してください。また、必要に応じてできるだけイメージ図等を用いながらわかりやすく記入してください。


	②①で記入した研究計画・方法について、その研究事項を箇条書きにして明確かつ簡潔に記入してください。



	
	研究代表者氏名
	
	ページ７／１４


（様式６－３）

立教ＳＦＲ－復興支援（個人）－申請
	２０１５年度の研究計画・方法

	①研究目的を達成するための研究計画・方法を記入してください。また、必要に応じてできるだけイメージ図等を用いながらわかりやすく記入してください。


	②①で記入した研究計画・方法について、その研究事項を箇条書きにして明確かつ簡潔に記入してください。



	
	研究代表者氏名
	
	ページ８／１４


（様式７）
立教ＳＦＲ－復興支援（個人）－申請
	人権の保護及び法令等の遵守への対応

	

	研究経費の妥当性・必要性

	

	
	研究代表者氏名
	
	ページ９／１４


（様式８－１）
立教ＳＦＲ－復興支援（個人）－申請

２０１３年度　研究経費の内訳

２０１３年度の研究経費総計

	
	千円　（様式１の「研究経費２０１３年度」と一致します）


使途明細＜募集要項の対象費目をご参照ください＞
	費目
	金額（千円）
	内訳・算出根拠など

	
	
	品名・事項
	数量
	単価
	備考

	消耗品費
	
	
	
	
	

	用品費
	
	
	
	
	

	その他図書資料費
	
	
	
	
	

	旅費交通費
	
	
	
	
	

	海外出張費
	
	
	
	
	

	電信電話費
	
	
	
	
	

	郵便費
	
	
	
	
	

	印刷費
	
	
	
	
	

	機器備品修繕費保守料
	
	
	
	
	

	施設・設備等賃借料
	
	
	
	
	

	燃料費
	
	
	
	
	

	その他の委託費
	
	
	
	
	

	報酬・手数料
	
	
	
	
	

	教育研究用機器備品
	
	
	
	
	

	会議会合費
	
	
	
	
	

	雑費
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	

	
	研究代表者氏名
	
	ページ１０／１４


（様式８－２）
立教ＳＦＲ－復興支援（個人）－申請

２０１４年度　研究経費の内訳

２０１４年度の研究経費総計

	
	千円　（様式１の「研究経費２０１４年度」と一致します）


使途明細＜募集要項の対象費目をご参照ください＞
	費目
	金額（千円）
	内訳・算出根拠など

	
	
	品名・事項
	数量
	単価
	備考

	消耗品費
	
	
	
	
	

	用品費
	
	
	
	
	

	その他図書資料費
	
	
	
	
	

	旅費交通費
	
	
	
	
	

	海外出張費
	
	
	
	
	

	電信電話費
	
	
	
	
	

	郵便費
	
	
	
	
	

	印刷費
	
	
	
	
	

	機器備品修繕費保守料
	
	
	
	
	

	施設・設備等賃借料
	
	
	
	
	

	燃料費
	
	
	
	
	

	その他の委託費
	
	
	
	
	

	報酬・手数料
	
	
	
	
	

	教育研究用機器備品
	
	
	
	
	

	会議会合費
	
	
	
	
	

	雑費
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	

	
	研究代表者氏名
	
	ページ１１／１４


（様式８－３）
立教ＳＦＲ－復興支援（個人）－申請

２０１５年度　研究経費の内訳

２０１５年度の研究経費総計

	
	千円　（様式１の「研究経費２０１５年度」と一致します）


使途明細＜募集要項の対象費目をご参照ください＞
	費目
	金額（千円）
	内訳・算出根拠など

	
	
	品名・事項
	数量
	単価
	備考

	消耗品費
	
	
	
	
	

	用品費
	
	
	
	
	

	その他図書資料費
	
	
	
	
	

	旅費交通費
	
	
	
	
	

	海外出張費
	
	
	
	
	

	電信電話費
	
	
	
	
	

	郵便費
	
	
	
	
	

	印刷費
	
	
	
	
	

	機器備品修繕費保守料
	
	
	
	
	

	施設・設備等賃借料
	
	
	
	
	

	燃料費
	
	
	
	
	

	その他の委託費
	
	
	
	
	

	報酬・手数料
	
	
	
	
	

	教育研究用機器備品
	
	
	
	
	

	会議会合費
	
	
	
	
	

	雑費
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	

	
	研究代表者氏名
	
	ページ１２／１４


（様式９）
立教ＳＦＲ－復興支援（個人）－申請
	研究業績



	研究代表者氏名
(所属研究機関･部局･職)
	発表論文名・著書名
 (著書名､論文名､学協会誌名､巻(号)､最初と最後のページ､発表年(西暦))

	
	

	
	研究代表者氏名
	
	ページ１３／１４


（様式１０）

立教ＳＦＲ－復興支援（個人）－申請
	研究成果の公表予定



	①国内外の学会で発表



	②専門雑誌（学内誌を含む）への寄稿



	③研究報告書の印刷



	④学術図書等の出版



	⑤シンポジウム・公開講演会・市民公開講座等の開催予定



	⑥その他（インターネット上での情報公開等）


	
	研究代表者氏名
	
	ページ１４／１４


本研究がカバーする学問分野及びその研究の概要


本研究が東日本大震災・復興支援に対してどのような関連性を持つのか


について､具体的かつ明確に記入してください｡





立教ＳＦＲの交付を希望する期間内に何をどこまで明らかにしようとするのか


この復興支援関連研究により期待される成果と社会的な意義・波及効果等


東日本大震災の被害状況や復興の現状を踏まえ、その中での当該研究の位置づけ


について焦点を絞り､具体的かつ明確に記入してください｡





本研究の研究代表者が２００９年度から２０１３年度に交付を受けた（申請中を含む）研究費（科研費、その他の省庁・研究助成法人・民間企業等からの受託研究等の研究費を含む。）のうち主なものを記入してください。





研究代表者に係る①～③の各事項についてそれぞれ集計のうえ記入してください。





研究代表者の従来の研究実績を、本研究にどのように活用させていくのかについて焦点を絞り､具体的かつ明確に記入してください｡





研究目的を達成するための研究計画・方法を記入してください。また、必要に応じてできるだけイメージ図等を用いながらわかりやすく記入してください。


①で記入した研究計画・方法について、その研究事項を箇条書きにして明確かつ簡潔に記入してください。


②で記入した内容の実施状況は、事後評価の対象ともなります。





研究計画を遂行するに当たって、相手方の同意・協力を必要とする研究、個人情報の取り扱いの配慮を必要とする研究、生命倫理・安全対策に対する取組を必要とする研究など法令等に基づく手続きが必要な研究が含まれている場合に、どのような対策と措置を講じるのか記述してください。


例えば、個人情報を伴うアンケート調査・インタビュー調査、提供を受けた試料の使用、ヒト遺伝子解析研究、組換えＤＮＡ実験、動物実験など、研究機関内外の倫理委員会等における承認手続きが必要となる調査・研究・実験などが対象となります。なお、該当しない場合には、その旨記述してください。





「研究計画・方法」欄で述べた研究規模、研究体制等を踏まえ、「研究経費の内訳（様式８）」に記入する研究経費の妥当性・必要性・積算根拠について記述してください。また、研究計画のいずれかの年度において、各費目（旅費交通費、その他の委託費、教育研究用機器備品等）が全体の研究経費の５０％を超える場合及びその他の費目で、特に大きな割合を占める経費がある場合には、当該経費の必要性（詳細な内訳等）を記述してください。





２００９年度から２０１３年度の間に学術誌等に発表した論文、著書を､新しいものから順に発表年次を過去にさかのぼって記入してください。





①～⑥の該当する項目のみ具体的にご記入ください。








